
 

た。 

(4) 結果と考察 

 「心の道具箱」の実践前と実践後におけるＧ児

の実行機能チェックテストの得点平均には（図６）

伸びが見られた。このことから，通常の学級の一

斉指導において「心の道具箱」の効果はあったと

考えられる。これは，「心の道具箱」の道具のポイ

ントを教職経験が浅い教員でも捉えることができ，

授業や指導に取り入れることが容易であったため

ではないかと考えられる。 

 

５ 総合考察 

 

 研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを通して，幼児教育向けカリ

キュラムである「心の道具箱」を小学校向けに応

用し，特別支援学級及び通常の学級の一斉指導に

おいて実践することによって，児童の実行機能の

向上に一定の効果があることが示唆された。さら

に，本研究では抽出児を発達障害のある児童また

は疑いのある児童としたが，こうした児童の実行

機能も一斉指導の中で向上させることができたと

考えられる。 

 森口（2019）は，非認知的スキルが学校の成績

や仕事の業績，将来の健康を大きく規定するとし

ている。その中でも自分をコントロールする力で

ある実行機能が大きく関連していると述べてい

る。また，高井（2018）は今後の学校教育の方向

性において，認知スキル（読み・書き・計算）と

ともに非認知スキル（学びに向かう力）の役割が

注目されていることから，学校生活適応及び次世

代を担う「生きる力」の育成に資する実行機能の

役割とその向上方策について検討が必要であると

述べている。まさに，「心の道具箱」を用いた授

業は，文部科学省が新学習指導要領で示す「学び

に向かう力・人間性等」の資質・能力を高める有

効な手立ての一助となり得る。 

ただし「心の道具箱」は単純に授業の中に取り

入れればいいというものでもない(前川,2021）。

実践の際には，教科や領域の内容を検討し，学習

のねらいを達成させるために児童の実態に合わせ

た道具の取り入れ方を工夫する必要がある。本研

究の実践者である３名の学級担任は経験年数に違

いはあったが，児童理解に長けている教員であっ

た。今後は，「心の道具箱」の授業研修だけでな

く，そのベースとなる児童理解についての研修体

制を整えていくことが課題であると考えられる。 

 

６  倫理的配慮 

 

 本研究は学校の教育活動の一環として行われた

ものであり，個人情報の取り扱いおよび倫理面の

配慮は学校管理者の下に行われた。発表と掲載に

ついては学校管理者の同意を得た。 
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福津市立上西郷小学校 

 
（2022 年１月 12日受理） 

 

本研究は，文部科学省研究開発指定校として在籍校に設置された新領域「ダイアログの時間」

において，年間カリキュラムの作成と児童の実態に合わせた SEL-8S プログラムの指導案・教

材を作成し，児童の対話力向上に効果があるかどうかを検証した。研究Ⅰでは，試行的に第３・

４学年に実施したところ，社会的能力の８つの下位尺度の中の「自己への気づき」「対人関係」

で，社会的能力の低い児童の得点が上昇し，「他者への気づき」で，社会的能力が中間位にあっ

た児童の得点が上昇していた。また，対話力を構成する３つの下位尺度において，児童の得点

が有意に上昇した。研究Ⅱでは，全学年に実施し，統制群と比較したところ，社会的能力につ

いて，３・４年生は「自己への気づき」「生活上の問題防止」で，５・６年生は「自己への気づ

き」で，実践群の児童に得点の有意な上昇が見られた。また，対話力の児童自己評定と教師に

よる他者評定において，下位尺度の得点に有意な上昇が見られた。このことから，児童への SEL-

8S プログラムの実践が対話力向上の一助となることがわかった。 
 

キーワード： 対話力，社会的能力，社会性と情動の学習プログラム「SEL-8S」，「ダイアログの時間」 

 

１ 研究主題についての説明 

(1) 主題設定の理由 

現在, Society5.0に向けて，自己の主体性を軸

にした学びに向かう能力や人間性が問われている。

文部科学省(2018)は，その中で，特に共通して求

められる力の一つとして他者と対話する力が必要

であると挙げている。  

在籍校は令和元年度から同５年度まで，文部科

学省研究開発指定校に認定され，Society5.0に向

けて求められる力として，「英語力」「対話力」の

２つの力の育成に特化し，新教科「英会話科」と

新領域「ダイアログの時間」を設置した。在籍校

は，１学年 20人程度の単学級で構成される，小規

模校である。学級内外での人間関係づくりの苦手

さ等の課題があり，円滑な対人関係に必要な社会

的能力(態度・言語)の習得や応用が望まれている。 

こうしたことから，「英語力」育成の基盤となる

「対話力」に注目し，英語・日本語を用いてコミ

ュニケーションをする力及び対話力等の社会的能

力の育成を目指す在籍校の取り組みに貢献したい

と考える。 

(2) 研究主題の意味 

主題の「対話力」とは，「多様な他者と円滑にコ

ミュニケーションを図る態度や能力」と定義する。

相手の話を傾聴し相手の立場に立って考えたり，

新たな気づきやよりよい価値観を生み出したりす

る姿が対話力の高まりのある児童の姿と考える

（上西郷小学校,2020)。また，「ダイアログの時間」

は，「対話スキル学習」と「対話学習」とで構成さ

れ，本研究ではこの内，「対話スキル学習」におい

て，他者とコミュニケーションをする上で必要な

スキルトレーニングの実践を行う。「対話スキル学

習」は，朝の活動として行う 15分間の「モジュー

ルの時間」と，月１回１単位時間の「ロングの時

間」を関連させて行うものである。教育課程の特

例として，「ダイアログの時間」の時数については，

国語科「話す･聞く」,生活科，総合的な学習の時

間,社会科の内容を精選し，それらから一部の時数 
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を移行している(表１)。 

副主題「社会性と情動の学習「SEL」」とは，「自

己の捉え方と他者との関わり方を基礎とした，社

会性(対人関係)に関するスキル，態度，価値観を

身に付ける学習」と説明されている(小泉,2011）。

SEL のうち，８つの社会的能力の育成を目指した

学習プログラムが SEL-8Sプログラム(以下，SEL-

8S)である。８つの社会的能力とは，対人関係にお

いて基礎となり，汎用的で日常のさまざまな生活

場面で必要な５つの「基礎的社会的能力」と，基

礎的社会的能力をもとにした，より複合的で応用

的な３つの「応用的社会的能力」で構成される。

また，これらの社会的能力を育てるために，表２

のような A～Hの学習単元が設定されている。 

(3) 研究の目的 
本研究は，児童の対話力を高めるために，「ダイ

アログの時間」の年間カリキュラムを設定し，「ダ

イアログの時間」の中の「対話スキル学習」用に,

児童の実態に合わせた SEL-8Sの指導案・教材（以

下，SEL-8S追加指導案・教材）を作成して実践し,

その効果を検証することを目的とする。 

2  研究Ⅰ 

(1) 目的 

在籍校３，４学年において，「ダイアログの時間」 

 

 

 

 

 

 

 

 

の年間カリキュラムを作成し，SEL-8S 追加指導

案・教材による試行の効果を検証する。 

(2) 方法 

実施期間 

2020年８月〜2020年 12月 

対象  

在籍校３年生児童 21名，４年生児童 24名，教

師 12名 

実施計画 

SEL-8Sプログラムを配置した，第３・４年の年

間カリキュラムを作成する。これにもとづいて，

「ダイアログの時間」の対話スキル学習ロングの

時間での SEL-8S追加指導案・教材を作成して実践

し，有効性を検証する。 

測定内容と測定方法 

「小学生版『社会性と情動』尺度」(田中ら，2011)，

自作の「児童用対話力アンケート」（後述）を用い

て，実施前と実施後に調査を行った。また，各授

業実施後に，児童に対して，「スキルのポイントの

理解」「ポイントを意識したエクササイズの有無」

「ポイントの活用」について自己評価(４件法)を

行った。さらに，対象学級の教師に「SEL８つの能

力[教師による評定]」，自作の「教師用対話力アン

ケート」（後述）を行い，実施前，実施後に個々の

児童の変容について調査を行った。加えて，算数

科の時間における学習中の児童の様子を観察し，

話すことへの学習意識，聴き方の変容を調査した。

分析には，心理統計分析用のソフトウェア HAD(清

水，2016)を用いた。 

実践の具体的内容 

①評価指標の作成 

 実践の効果検証のために，在籍校の研究推進部

と検討し，「児童用対話力アンケート」と「教師用

対話力アンケート」を作成した。これらは，在籍

校が系統的・発展的な目標設定の指針として作成

した「領域別目標到達度一覧表」をもとに，対話

力を「話すこと」「聴くこと」「話し合うこと」「関

係づくり」の４つの領域とその領域をより細かに

分けた９つのスキル(話し方スキル，伝えるスキル，

表１ 在籍校の教育課程時数表 表２ ８つの学習単元で育成を図る社会的能力(小泉,2011) 
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を移行している(表１)。 

副主題「社会性と情動の学習「SEL」」とは，「自

己の捉え方と他者との関わり方を基礎とした，社

会性(対人関係)に関するスキル，態度，価値観を

身に付ける学習」と説明されている(小泉,2011）。

SEL のうち，８つの社会的能力の育成を目指した

学習プログラムが SEL-8Sプログラム(以下，SEL-

8S)である。８つの社会的能力とは，対人関係にお

いて基礎となり，汎用的で日常のさまざまな生活

場面で必要な５つの「基礎的社会的能力」と，基

礎的社会的能力をもとにした，より複合的で応用

的な３つの「応用的社会的能力」で構成される。
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間カリキュラムを作成する。これにもとづいて，
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時間での SEL-8S追加指導案・教材を作成して実践
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「小学生版『社会性と情動』尺度」(田中ら，2011)，

自作の「児童用対話力アンケート」（後述）を用い

て，実施前と実施後に調査を行った。また，各授

業実施後に，児童に対して，「スキルのポイントの
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力[教師による評定]」，自作の「教師用対話力アン

ケート」（後述）を行い，実施前，実施後に個々の

児童の変容について調査を行った。加えて，算数

科の時間における学習中の児童の様子を観察し，

話すことへの学習意識，聴き方の変容を調査した。

分析には，心理統計分析用のソフトウェア HAD(清

水，2016)を用いた。 

実践の具体的内容 

①評価指標の作成 

 実践の効果検証のために，在籍校の研究推進部

と検討し，「児童用対話力アンケート」と「教師用

対話力アンケート」を作成した。これらは，在籍

校が系統的・発展的な目標設定の指針として作成

した「領域別目標到達度一覧表」をもとに，対話

力を「話すこと」「聴くこと」「話し合うこと」「関

係づくり」の４つの領域とその領域をより細かに

分けた９つのスキル(話し方スキル，伝えるスキル，
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聴き方スキル，質問スキル，考え方スキル，話合

いスキル，挨拶スキル，対人関係スキル，自己コ

ントロールスキル)で構成されるものとした。そこ

から，低・中・高学年の発達段階に即して評価で

きるように，具体的な子どもの姿を表しながら，

児童自己評定用の「児童用対話力アンケート」(低

学年 16項目，３件法)（中学年・高学年 18項目，

４件法）と，教師評定用の「教師用対話力アンケ

ート」（９項目，５件法）を作成した。 

②年間カリキュラムの作成 

研究推進部と検討し，３・４学年「ダイアログ 

の時間」の年間カリキュラムの作成を行った。年

間カリキュラムには SEL-8Sを配置し，対話力の４

領域と対話力を細分化した９つのスキルを追記し

た。また，学んだ対話スキルを定着させるために，

他教科・領域，学校行事との関連も組み込んだ。 

③SEL-8Sの追加指導案・教材の作成，試行 

 年間カリキュラムをもとに，「ダイアログの時間」

の対話スキル学習ロングの時間における３・４学

年の SEL-8S追加指導案・教材を作成・提案した。 

 試行として，授業は報告者が T１，学級担任が T

２を担当した。そのうち，４回目の授業は，報告

者がコンサルテーションをし，学級担任が T１と

して授業実践を行った (表３)。 

④ダイアログの時間に関するシステム構築 

(ｱ)研修推進部の組織化 

｢英会話科｣｢ダイアログの時間｣の 1教科 1領域

での校内研究となり，研究主任への負担が大きか

ったため，研究推進部における組織化の提案をし

た。そこで，報告者が，新たに設けた｢ダイアログ

の時間｣の主任を補佐をしていく形で研究を進め

ることになった。このように，校内研修体制づく

りを行ったことで，｢ダイアログの時間｣の対話ス

キル学習モジュールの時間とロングの時間で，役

割を分担・協力しながら，準備を進めていけるよ

うになった。 

(ｲ)校内研修会の実施 

 SEL-8Sを実施するにあたっては，全教職員を対

象に校内研修会を設定し，プログラムの概要や指

導の実際について共通理解を図ることが有効であ

る(香川・小泉,2015)。そこで，児童用対話力アン

ケート(実践前)の結果をもとに，研究推進部に校

内研修会実施を提案し，８月 19 日に校内研修会

を行った。その際，「ダイアログの時間」における

校内研究の進め方や SEL-8S指導に関する知識・留

意点などについて，共通理解を図った。教職員が

児童の対話力の実態を振り返り，今後の指導につ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いて検討したことで，継続的な指導への教師の意

欲づけを行うことができた。 

(ｳ)通信の発行 

 授業終了後，全職員に対し，「ダイアログの時間」

と SEL-8S の周知を目的に研修だよりを月に 1 回

程度発行し，配布した。掲載内容は，実施した授

業のスキル・ポイントの要点，授業中の児童の様

子，授業後の教師評価や感想，SEL-8S の特徴等の

資料などであった。 

(3) 結果と考察 

欠席者と回答に不備がある者を除く 41 名を分

析対象とした。「小学生版『社会性と情動』尺度」

（1 回目）の回答の８つの下位尺度の平均得点の

平均（Ｍ＝3.31）と標準偏差（1/2SD＝0.18）をも

とに，上位 1/3 を社会的能力高群(以下,高群)（12

名）, 中間位を社会的能力中群(以下,中群)（17

名），下位 1/3 を社会的能力低群(以下,低群)（12

名）とした。 

児童の社会的能力と対話力の変容 

効果測定で用いた尺度等について，群(３）×時

期(２）の分散分析を実施し，有意な交互作用が見

られた場合に，下位検定を行った。その結果，「小

学生版『社会性と情動』尺度」では「自己への気

づき」「対人関係」で社会的能力低群児童の得点

が上昇し，「他者への気づき」では社会的能力中

群の得点が上昇していた。一方，「社会的能力全

般」では社会的能力高群の得点が，下降の傾向が

若干見られた(図１)。これは，スキル学習によっ

て評価基準が厳しくなり，相対的に自己評価が低

くなった可能性が考えられる(宮原・小泉,2009)。 

児童用対話力アンケートでは対話力を構成する

３つの下位尺度（話し方スキル，挨拶スキル，対

人関係スキル）において，実践後の得点が有意に

上昇していた。 

表３ ダイアログの時間実践内容(研究Ⅰ)と育てるスキル， 

SEL-8S との関係 

回 月 内容 

育てるスキル 

(関連する SEL-8S の 

学習単元) 

学校行事・他教科 

・他領域との関係 

1 8 アサーションのし

かたを考えよう 

対人関係(C 伝える，D

関係づくり) 

2 学期始業式 

2 9 ワールドカフェを

しよう 

話合いスキル(D 関係

づくり) 

学団会，敬老給食(コロナ対

策の為中止) 

3 10 気持ちを落ち着

け，Ｉメッセージ

で伝えよう 

対人関係 

自己コントロール 

(C 伝える) 

学活 

「友達の呼び方と言葉づか

い」 

4 11 プレゼンテーショ

ンをしよう 

伝えるスキル 

(C 伝える) 

ふれあいまつり 

5 12 自分や友達を見つ

めよう。 

聴き方スキル(B 自己

他者への気づき)，対

人関係(D 関係づくり) 

スポーツ集会，対話学習

「福津市協議会との討論」

(コロナ対策の為中止) 
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教師の評価の変容 

２クラスの「SEL８つの能力[教師による評定]」 

の８因子と「教師用対話力アンケート」の９因子 

について,群（３）×時期（２）の分散分析を行っ

た。教師による評定では，SEL８つの能力の「社会

的能力全般」の得点と教師用対話力アンケートの

全項目の平均値(対話力全般)の得点が，有意に上

昇していた(図２)。 

各授業実施後の児童・教師アンケート 
 各授業実施後に，児童に対して，「スキルのポイ

のズイササクエたし識意をトンイポ「」解理のトン

有無」「ポイントの活用」について自己評価(４件

法)を行ったところ，いずれも 3.5 点以上で概ね高

い得点であった。また，授業実施後の教師評価は，

どの授業の評価も概ね高い得点であった。児童・

教師の自由記述からもポイント提示やロールプレ

イなどの SEL-8S のよさを感じるとともに，日常や

他の学習との関連について言及するなど，今後に

対し前向きに捉える様子がうかがえた。今後の教

師の意識化を継続的に行っていく必要がある。 

算数科の授業観察  

 対象学級４年 (24人)の実施前の授業の様子を

観察したところ，数人の決まった児童のみが発表

したり，教師の発問に応えたりする形で授業が進

んでおり，全体的に学習中の児童の発言の回数の

少なさが見られた。また，教師や友達の発言に対

し，「相手を見て」「反応して(うなずき等)」な

ど，話の聴き方について課題が見られた。 

そこで，算数の授業において，観察時間を５分

のインターバルに分け，それぞれのインターバル

中の行動を記録するタイムサンプリング法で授業

の行動観察を行った。そして，発言数において「児

童の発言回数」÷「教師の発言回数」の５分間の

平均を出すと，実施前(４年「面積」，９月 16日，

10 時間計画の 1 時間目)は 0.96(回/回)であった

が，実施後(４年「小数のかけ算わり算」，12月９

日，16 時間計画の 15 時間目)は 1.20(回/回)に増

加していた。子どもの発言数が教師の発言数を上

回る結果となった。このことから，｢ダイアログの

時間｣において，話すことの対話スキル学習と日常

的な教師の声かけにより，話すことに対する児童

の学習意識が高まったのではないかと推測される。 
また，教師の発問に対する「うなずき人数」の

行動観察では，実践前 14人から実践後 19 人に，

「聴くときの目線(顔あげ)」の人数の行動観察で

は，実践前14人から実践後21人に増加していた。

このことから，聴くことや話し合うことの対話ス

キル学習を実施し，学習に生かしていくことで，

教師の問いかけに素早く反応するなど，話の聴き

方に変化をもたらしたのではないかと考えられる。 
これらのことから，SEL-8S 追加指導案・教材を

用いて，対話力に特化したスキル学習とそのスキ

ルの日常化を図ることは，対話力の基盤である話

し方・聴き方の向上につながると考えられる。 

３  研究Ⅱ 

(1) 目的 

在籍校全学年において，「ダイアログの時間」の

年間カリキュラムを作成し，SEL-8S 追加指導案・

教材による実践の効果を検証する。 

(2) 方法 

実施期間 

2021 年 1月〜2021 年 12 月 

対象  

在籍校全学年児童(132 名)と教師(12 名)および 

(点) (点) 

(点) (点) 

図 1 「小学生版『社会性と情動』尺度」で有意な交互作用

が見られた得点の変化 

※有意差は群内のみ表示 +p<.10 *p<.05  

a b 

ｄ ｃ 

(点) (点) 

図 2 社会的能力全般・対話力全般(教師評価)の得点の変化 
※**p<.01 

a b 
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教師の評価の変容 

２クラスの「SEL８つの能力[教師による評定]」 

の８因子と「教師用対話力アンケート」の９因子 

について,群（３）×時期（２）の分散分析を行っ

た。教師による評定では，SEL８つの能力の「社会

的能力全般」の得点と教師用対話力アンケートの

全項目の平均値(対話力全般)の得点が，有意に上

昇していた(図２)。 

各授業実施後の児童・教師アンケート 
 各授業実施後に，児童に対して，「スキルのポイ

のズイササクエたし識意をトンイポ「」解理のトン

有無」「ポイントの活用」について自己評価(４件

法)を行ったところ，いずれも 3.5 点以上で概ね高

い得点であった。また，授業実施後の教師評価は，

どの授業の評価も概ね高い得点であった。児童・

教師の自由記述からもポイント提示やロールプレ

イなどの SEL-8S のよさを感じるとともに，日常や

他の学習との関連について言及するなど，今後に

対し前向きに捉える様子がうかがえた。今後の教

師の意識化を継続的に行っていく必要がある。 

算数科の授業観察  

 対象学級４年 (24人)の実施前の授業の様子を

観察したところ，数人の決まった児童のみが発表

したり，教師の発問に応えたりする形で授業が進

んでおり，全体的に学習中の児童の発言の回数の

少なさが見られた。また，教師や友達の発言に対

し，「相手を見て」「反応して(うなずき等)」な

ど，話の聴き方について課題が見られた。 

そこで，算数の授業において，観察時間を５分

のインターバルに分け，それぞれのインターバル

中の行動を記録するタイムサンプリング法で授業

の行動観察を行った。そして，発言数において「児

童の発言回数」÷「教師の発言回数」の５分間の

平均を出すと，実施前(４年「面積」，９月 16日，

10 時間計画の 1 時間目)は 0.96(回/回)であった

が，実施後(４年「小数のかけ算わり算」，12月９

日，16 時間計画の 15 時間目)は 1.20(回/回)に増

加していた。子どもの発言数が教師の発言数を上

回る結果となった。このことから，｢ダイアログの

時間｣において，話すことの対話スキル学習と日常

的な教師の声かけにより，話すことに対する児童

の学習意識が高まったのではないかと推測される。 
また，教師の発問に対する「うなずき人数」の

行動観察では，実践前 14人から実践後 19 人に，

「聴くときの目線(顔あげ)」の人数の行動観察で

は，実践前14人から実践後21人に増加していた。

このことから，聴くことや話し合うことの対話ス

キル学習を実施し，学習に生かしていくことで，

教師の問いかけに素早く反応するなど，話の聴き

方に変化をもたらしたのではないかと考えられる。 
これらのことから，SEL-8S 追加指導案・教材を

用いて，対話力に特化したスキル学習とそのスキ

ルの日常化を図ることは，対話力の基盤である話

し方・聴き方の向上につながると考えられる。 

３  研究Ⅱ 

(1) 目的 

在籍校全学年において，「ダイアログの時間」の

年間カリキュラムを作成し，SEL-8S 追加指導案・

教材による実践の効果を検証する。 

(2) 方法 

実施期間 

2021 年 1月〜2021 年 12 月 

対象  

在籍校全学年児童(132 名)と教師(12 名)および 

(点) (点) 

(点) (点) 

図 1 「小学生版『社会性と情動』尺度」で有意な交互作用

が見られた得点の変化 
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図 2 社会的能力全般・対話力全般(教師評価)の得点の変化 
※**p<.01 
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協力校の３～６年全学年児童（167名） 

実施計画 

モジュールの時間とロングの時間を関連づけた

全学年分の年間カリキュラムの検討を行う。また，

研究Ⅰの結果と児童の実態を踏まえ，改善・発展

させた SEL-8S追加指導案・教材を児童に実施し，

有効性を検証する。その際，校内研修への提案や

対話スキル学習実施のためのマニュアル整備など

を行い，学級担任の実践の充実を図っていく。 

測定内容と測定方法 

在籍校と協力校の３年以上の児童対象に，「小

学生版『社会性と情動』尺度」を，実施前と実施

後に実施した。また，在籍校全児童に対し，「児童

用対話力アンケート」を用いて実践前後の調査を

行った。さらに，対象学級の教師に「教師用対話

力アンケート」を行い，実施前実施後に個々の児

童について調査を行った。加えて，各授業実施後

に，児童に対して，スキル学習への自己評価(４件

法)を,教師に対して，授業の自己評価(４件法)を

行った。その他の指標として，２・４学年の算数

科，５学年の英会話科において，学習中の児童の

様子を観察した。 

実践の具体的内容 

①評価指標(対話力アンケート)の提案・検証 

研究Ⅰで作成した「児童用対話力アンケート」

「教師用対話力アンケート」は，対話力を「話す

こと」「聴くこと」「話し合うこと」「関係づくり」

の４つの領域と細かに分けた９つのスキルにして

いた。しかし，研究推進部との意見交換で，領域

ごとのスキルの方が教師の見取りがしやすいこと

から，４領域４スキルに再構成した(表４)。また，

「授業における対話力の見取りの観点」(表５)に

ついて，先行研究をもとに整理し，在籍校の研究

推進部に提案をした。その観点を用いて算数科・

英会話科の授業について，実態調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②教育課程への位置づけ（「ダイアログの時間」年

間カリキュラムの作成） 

研究Ⅰで作成した３・４学年「ダイアログの時

間」年間カリキュラムを，研究Ⅰの反省をもとに

再構成した。そして，３・４学年と同様に，１・

２学年，５・６学年の年間カリキュラムを作成し

た。年間カリキュラムには，４つの領域に関する

４つのスキル（話し手スキル，聴き手スキル，話

合いスキル，対人関係スキル)を育成するために，

SEL-8Sを配置した。また，対話スキル学習ロング

の時間以外にも，モジュールの時間や対話学習，

他教科・領域に SEL-8Sを組みこみ，学んだ対話力

のスキルの定着を図るとともに，教育活動全体で

社会的能力を育てることができるようにした。こ

のカリキュラムを研究推進部に提案し，研究推進

部が年度初めの職員会議で全体に提示した。そし

て，６月の全職員での主題研修と 10 月の研究推

進部会議で，カリキュラムの見直しを行った。 

③校内研修への提案 

３月に校内研修会を行い，第３・４学年で試行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話す態度 

1 相手を見て話す 

2 聞こえる声の大きさ，速さで話す 

3 表情・身振り手振り等を使って話す 

4 最後まではっきり話す 

5 話すためのツール(絵や資料等)を使って話す 

話す内容 

6 つながりを考えて考えを伝える 

7 自分の考えを工夫して伝える(理由をつけて） 

8 自分の考えを工夫して伝える(例・経験） 

考えの再構成 

9 新たな自分の考えが加わる 

聴く態度 

10 相手を見て聴く 

11 相手の話を最後まで聴く 

12 相手に反応して 表情・手振り・つなずき）聴く 

13 相手を認める言葉かけをして聴く 

対話を続ける技術 

14 バックトラッキング(繰り返し)を入れる 

15 相手に質問する 

16 適切な間をとる 

17 質問に対してこたえる 

 

表５ 授業における対話力の見取りの観点 

対話力の領域 
「対話力の 
４つのスキル」 

１・２学年(低学年) ３・４学年(中学年) ５・６学年(高学年) 

話すこと 

「話し手スキル」 

・相手を見て話す。 

・相手に伝わるように，声の大きさや速さに気を付け 

て，話す。 

・相手に伝わるように，最後まではっきり話す。 

・自分の考えを理由をつけて，話す。 

・自分の考えを事柄の順序を考えてつくる。 

【低学年内容に加え】 

・自分の考えを資料(絵や図など）を活用して話す。 

・相手に伝わるように，プレゼンテーションをする。 

・自分の考えを話の中心に気を付けて，考える。 

・自分の考えを，結論を先に述べ，根拠が明らかになるよ 

うにつくる。 

【低・中学年内容に加え】 

・自分の考えを例をあげたり，経験をいれたり等，相手によ 

く伝わるために，表現を工夫して，話す。 

・話の内容にあわせた表情やジャスチャーを使った話し方 

で，よりわかりやすく伝える。 

聴くこと 

「聞き手スキル」 

・相手を見て聴く。 

・最後まで聞く。 

・反応しながら（表情で，身振り，手振りで）聴く。 

・相手をみとめる言葉をかけて聴く。   

・わからないこと・知りたいこと等を質問する。 

【低学年内容に加え】 

・内容や相手の気持ちについて質問したり，確認したりし  

て，話をつづける。 

【低・中学年内容に加え】 

・内容にあわせ，言葉で確認したり，要約したりして話をつ 

づける。 

話し合うこと 

「話合いスキル」 

・話し合いに流れにそって，自分の考えを伝える。 

・友達の意見と自分の意見が「同じ」「違う」という 

ことを考えて，話し合いをする。 

・自分の考えを伝えたり，自分と異なる意見を受け入れた 

りしながら，折り合いをつけて話し合いをする。 

・相手の思いを受け止めて聴いたり，相手の立場や考え方を 

理解したりして，話し合いをする。 

・多様な意見を生かして，自分の考えを変えたり，より深ま 

ったりする。 

関係づくり 

「対人関係スキル」 

・挨拶のポイントを意識して挨拶をする。 

（①立ち止まって②相手をみて③元気よく） 

・簡単な自己紹介をする。 

・嫌なときは，人とけんかにならず，正しく伝える。 

・自分の言葉に気を付けて，相手がうれしくなる言葉を

使う。 

・挨拶のポイントを意識して挨拶をする。 

（①②③に加え，④心をこめて） 

・自分を表す挨拶文を考えて，自己紹介をする。 

・自分がイライラしたとき，自分で解消する。 

・自分の気持ちをいうとき，相手の気持ちを考えた言葉に言

い換えて伝える。 

・挨拶のポイントを意識して挨拶をすることができる。 

（①②③④に加え，⑤自分からはっきり） 

・相手とよい関係が作れるよう，工夫した自己紹介をする。 

・自分の気持ちをコントロールし，トラブルを解決する。 

・自分も相手も気持ちの大事にしながら，相手に伝わる言い

方で思いを伝える。 
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した研究Ⅰの内容，成果と課題について，報告者

が職員全体に説明した。そして，今年度の「ダイ

アログの時間」における校内研修の方向性につい

て全体で検討し,報告者が作成・提案した「教師用

指導案集」を基に，実践していくことを確認した。 

また，毎週火曜日の校内研修(主題研修)の時間

には，英会話部とダイアログ部に分かれて，その

月の「ダイアログの時間」対話スキル学習ロング

の時間とモジュールの時間の内容や関連について

協議できるようにした。その後，指導案や教材等

とともに校内研修の協議内容を校内電子掲示板に

載せ，情報を共有した。 

④SEL-8S追加授業案・教材の作成・提案・実施 

 年間カリキュラムをもとに，毎月１単位時間に 

行われる「ダイアログの時間」対話スキル学習ロ

ングの時間における全学年 SEL-8S追加指導案・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材を作成・提案した。ロングの時間においては，

SEL-8S の基本的な進め方(インストラクション→

教師のモデリング→スキルのポイントの提示→ロ

ールプレイ・エクササイズ→フィードバック)を組

み入れ，SEL-8Sへの理解を得ることができるよう

にした。また，板書用掲示物，学習プリント等，

授業の準備物を研究推進部と協議して準備し，学

校で統一して取り組むことができるようにした。

このような工夫と準備をもとに，担任が T１又は

T２，報告者が T２又は T１で実施した(表６)。 

⑤学級担任における実践の意識化 

研究Ⅰに引き続き，「ダイアログの時間」と「SEL-

8S」の理解促進のための通信を毎月発行した。ま

た，実践前には，報告者が授業者と実践内容につ

いて打ち合わせを行い，実践後の児童の見取り方

について助言したり，学習したスキルを職員室の

見える位置に掲示したりした。 
⑥対話力の日常化における提案 

「授業における対話力の見取り」を具体的に実践

可能なものにするために，報告者が算数科の先行

研究を調べ，低学年・中学年・高学年に合わせ，

児童の発話の見本や指導の仕方をまとめた「算数

科における対話活動」を作成し，校内研修で提案

をした。そして，算数科学習においても，対話活

動を行うことで，対話の日常化を図った。 

(3) 結果と考察 

欠席者と回答に不備があるものを除く，実践群

の１・２学年 37名，３・４学年 39名，５・６学

年 44名と統制群の３・４年 56名，５・６年生 91

名を分析対象とした。 

児童の社会的能力変容 

実践群と統制群の３・４学年，５・６学年で，

「小学生版『社会性と情動』尺度」の８つの下位

尺度について，群(２)×時期(２)の分散分析を行

った。その結果，３・４学年について,「自己への

気づき」「生活上の問題防止」に有意な交互作用

が見られ，下位検定を行うと，「自己への気づき」

については，統制群の得点が実践後に実践群より

も低下していた。また,「生活上の問題防止」では，

実践群が有意に上昇し,また実践後に統制群より

も高い得点であった(図３)。５・６学年について

も，「自己への気づき」に有意な交互作用が見ら

れ，下位検定を行うと，実践前に統制群より有意

に低かった実践群の得点が,実践後に有意に上昇

していた。 

これらことから，対話力向上を目的とした SEL- 

8S追加指導案・教材を作成し実践することは,社 

 
回 月 内容 

育てるスキル 

(関連する SEL-8Sの学習単元) 

学校行事・他教科 

・他領域との関係 

１
・
２
学
年(

低
学
年) 

1 4 学級での基本スキル

を知ろう 

対人関係スキル(A 基本的生活習慣) 

話し手スキル(C 伝える)，聴き手ス

キル(B 自己・他者への気づき聞く) 

歓迎遠足，縦割りグループ顔合わ

せ 

2 5 いろんな言葉で自己

紹介をしてみよう 

対人関係スキル(D 関係づくり） 

話し手スキル(C 伝える） 

生活科「保育園児と芋苗をうえよ

う」，英会話科「挨拶をしよう」 

3 6 ふわふわことばとち

くちくことば 

対人関係スキル 

(D 関係づくり) 

ウォークラリー集会，学校生活 

4 7 自分も相手も大切に

した言い方をしよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり） 

縦割り活動「１学期活動振り返

り」， 

5 9 望ましいストレス対

処法について考えよ

う 

対人関係スキル 

(E ストレスマネジメント） 

学級活動，モジュールの時間  

6 10 ５W１Hに気を付けて

話そう 

話し手スキル 

(C 伝える） 

生活科「保育園の子といもほりを

しよう」 

７ 11 話をつなごう 聴き手スキル 

(B 自己・他者への気づき聞く) 

ふれあいまつり，生活科「わくわ

くらんど」「自分発見」 

３
・
４
学
年(

中
学
年) 

1 4 学級での基本スキル

を知ろう 

対人関係スキル(A 基本的生活習慣) 

話し手スキル(C 伝える)，聴き手ス

キル(B 自己・他者への気づき聞く) 

歓迎遠足，縦割りグループ顔合わ

せ 

2 5 いろんな言葉で自己

紹介をしてみよう 

対人関係スキル(D 関係づくり) 

話し手スキル(C 伝える) 

総合「福津市のいいところをみつ

けよう」「西郷川プロジェクト」 

3 6 学級での話合いの仕

方を練習しよう 

話合いスキル 

(D 関係づくり) 

ウォークラリー集会，学級活動

「一学期のまとめの会をしよう」 

4 7 自分も相手も大切に

した言い方をしよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり) 

縦割り活動「１学期活動振り返

り」，総合「自然を楽しもう」 

5 9 望ましいストレス対

処法について考えよ

う 

対人関係スキル 

(E ストレスマネジメント) 

学級活動，モジュールの時間 

6 10 ワールドカフェをし

よう 

話合いスキル(D 関係づくり)，話し手ス

キル(C 伝える)，聞き手スキル(B 聞く) 

対話学習「地域のお助けマンにな

ろう」(コロナ対策のため未実施) 

7 11 Iメッセージで思い

を伝えよう 

対人関係スキル(D関係づくり) ふれあいまつり，学校生活 

５
・
６
学
年(

高
学
年) 

1 4 学級での基本スキル

を知ろう（6年モデ

ル演示） 

対人関係スキル(A 基本的生活習慣) 

話し手スキル(C 伝える)，聴き手ス

キル(B 自己・他者への気づき聞く) 

歓迎遠足，縦割りグループ顔合わ

せ 

2 5 いろんな言葉で自己

紹介をしてみよう 

対人関係スキル(D 関係づくり） 

話し手スキル(C 伝える） 

英会話「留学生の人に自己紹介を

しよう」 

3 6 学級での話合いの仕

方を練習しよう 

話合いスキル 

(D 関係づくり) 

ウォークラリー集会，学級活動

「一学期のまとめの会をしよう」 

4 7 自分も相手も大切に

した言い方をしよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり） 

縦割り活動「１学期活動振り返

り」，英会話「留学生の方とユニ

セフについて話そう」 

5 9 適したストレス対処

法について考えよう 

対人関係スキル 

(E ストレスマネジメント） 

学級活動，モジュールの時間 

6 10 ブレインストーミン

グをしよう 

話合いスキル(D 関係づくり)，話し手ス

キル(C 伝える），聞き手スキル(B 聞く) 

対話学習「地域のお助けマンにな

ろう」(コロナ対策のため未実施) 

７ 11 トラブル解決の方法

について考えよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり) 

ふれあいまつり，学校生活 
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て全体で検討し,報告者が作成・提案した「教師用
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また，毎週火曜日の校内研修(主題研修)の時間

には，英会話部とダイアログ部に分かれて，その

月の「ダイアログの時間」対話スキル学習ロング

の時間とモジュールの時間の内容や関連について

協議できるようにした。その後，指導案や教材等

とともに校内研修の協議内容を校内電子掲示板に

載せ，情報を共有した。 
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教材を作成・提案した。ロングの時間においては，

SEL-8S の基本的な進め方(インストラクション→

教師のモデリング→スキルのポイントの提示→ロ

ールプレイ・エクササイズ→フィードバック)を組

み入れ，SEL-8Sへの理解を得ることができるよう

にした。また，板書用掲示物，学習プリント等，

授業の準備物を研究推進部と協議して準備し，学

校で統一して取り組むことができるようにした。

このような工夫と準備をもとに，担任が T１又は

T２，報告者が T２又は T１で実施した(表６)。 

⑤学級担任における実践の意識化 

研究Ⅰに引き続き，「ダイアログの時間」と「SEL-

8S」の理解促進のための通信を毎月発行した。ま

た，実践前には，報告者が授業者と実践内容につ

いて打ち合わせを行い，実践後の児童の見取り方
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「授業における対話力の見取り」を具体的に実践

可能なものにするために，報告者が算数科の先行

研究を調べ，低学年・中学年・高学年に合わせ，

児童の発話の見本や指導の仕方をまとめた「算数

科における対話活動」を作成し，校内研修で提案

をした。そして，算数科学習においても，対話活

動を行うことで，対話の日常化を図った。 

(3) 結果と考察 

欠席者と回答に不備があるものを除く，実践群

の１・２学年 37名，３・４学年 39名，５・６学

年 44名と統制群の３・４年 56名，５・６年生 91

名を分析対象とした。 

児童の社会的能力変容 

実践群と統制群の３・４学年，５・６学年で，

「小学生版『社会性と情動』尺度」の８つの下位

尺度について，群(２)×時期(２)の分散分析を行

った。その結果，３・４学年について,「自己への

気づき」「生活上の問題防止」に有意な交互作用

が見られ，下位検定を行うと，「自己への気づき」

については，統制群の得点が実践後に実践群より

も低下していた。また,「生活上の問題防止」では，

実践群が有意に上昇し,また実践後に統制群より

も高い得点であった(図３)。５・６学年について

も，「自己への気づき」に有意な交互作用が見ら

れ，下位検定を行うと，実践前に統制群より有意

に低かった実践群の得点が,実践後に有意に上昇

していた。 

これらことから，対話力向上を目的とした SEL- 

8S追加指導案・教材を作成し実践することは,社 

 
回 月 内容 

育てるスキル 

(関連する SEL-8Sの学習単元) 

学校行事・他教科 

・他領域との関係 

１
・
２
学
年(

低
学
年) 

1 4 学級での基本スキル

を知ろう 

対人関係スキル(A 基本的生活習慣) 

話し手スキル(C 伝える)，聴き手ス

キル(B 自己・他者への気づき聞く) 

歓迎遠足，縦割りグループ顔合わ

せ 

2 5 いろんな言葉で自己

紹介をしてみよう 

対人関係スキル(D 関係づくり） 

話し手スキル(C 伝える） 

生活科「保育園児と芋苗をうえよ

う」，英会話科「挨拶をしよう」 

3 6 ふわふわことばとち

くちくことば 

対人関係スキル 

(D 関係づくり) 

ウォークラリー集会，学校生活 

4 7 自分も相手も大切に

した言い方をしよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり） 

縦割り活動「１学期活動振り返

り」， 

5 9 望ましいストレス対

処法について考えよ

う 

対人関係スキル 

(E ストレスマネジメント） 

学級活動，モジュールの時間  

6 10 ５W１Hに気を付けて

話そう 

話し手スキル 

(C 伝える） 

生活科「保育園の子といもほりを

しよう」 

７ 11 話をつなごう 聴き手スキル 

(B 自己・他者への気づき聞く) 

ふれあいまつり，生活科「わくわ

くらんど」「自分発見」 

３
・
４
学
年(

中
学
年) 

1 4 学級での基本スキル

を知ろう 

対人関係スキル(A 基本的生活習慣) 

話し手スキル(C 伝える)，聴き手ス

キル(B 自己・他者への気づき聞く) 

歓迎遠足，縦割りグループ顔合わ

せ 

2 5 いろんな言葉で自己

紹介をしてみよう 

対人関係スキル(D 関係づくり) 

話し手スキル(C 伝える) 

総合「福津市のいいところをみつ

けよう」「西郷川プロジェクト」 

3 6 学級での話合いの仕

方を練習しよう 

話合いスキル 

(D 関係づくり) 

ウォークラリー集会，学級活動

「一学期のまとめの会をしよう」 

4 7 自分も相手も大切に

した言い方をしよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり) 

縦割り活動「１学期活動振り返

り」，総合「自然を楽しもう」 

5 9 望ましいストレス対

処法について考えよ

う 

対人関係スキル 

(E ストレスマネジメント) 

学級活動，モジュールの時間 

6 10 ワールドカフェをし

よう 

話合いスキル(D 関係づくり)，話し手ス

キル(C 伝える)，聞き手スキル(B 聞く) 

対話学習「地域のお助けマンにな

ろう」(コロナ対策のため未実施) 

7 11 Iメッセージで思い

を伝えよう 

対人関係スキル(D関係づくり) ふれあいまつり，学校生活 

５
・
６
学
年(

高
学
年) 

1 4 学級での基本スキル

を知ろう（6年モデ

ル演示） 

対人関係スキル(A 基本的生活習慣) 

話し手スキル(C 伝える)，聴き手ス

キル(B 自己・他者への気づき聞く) 

歓迎遠足，縦割りグループ顔合わ

せ 

2 5 いろんな言葉で自己

紹介をしてみよう 

対人関係スキル(D 関係づくり） 

話し手スキル(C 伝える） 

英会話「留学生の人に自己紹介を

しよう」 

3 6 学級での話合いの仕

方を練習しよう 

話合いスキル 

(D 関係づくり) 

ウォークラリー集会，学級活動

「一学期のまとめの会をしよう」 

4 7 自分も相手も大切に

した言い方をしよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり） 

縦割り活動「１学期活動振り返

り」，英会話「留学生の方とユニ

セフについて話そう」 

5 9 適したストレス対処

法について考えよう 

対人関係スキル 

(E ストレスマネジメント） 

学級活動，モジュールの時間 

6 10 ブレインストーミン

グをしよう 

話合いスキル(D 関係づくり)，話し手ス

キル(C 伝える），聞き手スキル(B 聞く) 

対話学習「地域のお助けマンにな

ろう」(コロナ対策のため未実施) 

７ 11 トラブル解決の方法

について考えよう 

対人関係スキル 

(D 関係づくり) 

ふれあいまつり，学校生活 
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会的能力の一つである「自己への気づき」を促す

ことができることが推察された。 

対話力(児童・教師)の評価の変容 

在籍校全児童を対象に，「児童用対話力アンケー

ト」の４つの因子について，実践前後のｔ検定を

行った。その結果，対話力全般（児童自己評定)の

平均得点は,全学年で上昇していた(図４)。また，

１・２学年，３・４学年,５・６学年において, 対

話力のいくつかの下位尺度で,平均得点が有意に

上昇し，その内，全学年の「聴き手スキル」で，

有意な得点上昇が認められた。 

在籍校の担任教師を対象に実施した「教師用対

話力アンケート」の４つの因子で，実践前後のｔ

検定を行ったところ，対話力全般（教師評定）の

平均得点は,全学年で有意に上昇していた（図４）。

対話力の下位尺度において，１・２学年は「聴き

手スキル」で，３・４学年と５・６学年は全ての

下位尺度で，実践後の得点が有意に上昇していた。 

これらのことから，SEL-8S追加指導案・教材の

実践を計画的に行うことは，対話力の下位尺度で

ある「聴き手スキル」をはじめ多くの尺度で効果

があると考えられる。ただし，児童の自己評定と

教師の評定結果に違いがあることから,児童が自

身のスキル向上に気づくことができるような教師

からのフィードバックが必要であると考える。 

各授業実施後の児童・教師アンケート 

各授業実施後に，全児童に対して，「スキルのポ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イントの理解」「ポイントを意識したエクササイズ

の有無」「ポイントの活用」について自己評価(４ 

件法)を求めた。各学年の平均は全て 3.5 以上の

高い得点であった(図５)。また，今後のスキルのポ

イント活用への前向きな記述がみられたことから，

児童は SEL-8S の実践のよさを感じており,今後の

活用に対して意欲が高まったと推察される。 
また，授業実施後の教師評価は概ね３以上であ

り，日常化への具体策が記述してあった。これら

のことから, 学習にスキルのポイントを位置付け

ることと，日常化にむけた教師への働きかけの有

効性が示唆された。 

算数科・英会話科の授業観察 

 ２学年算数科，４学年算数科，５学年英会話科

において，観察時間を１分のインターバルに分け，

それぞれのインターバル中での観察児童の対話の

状態を記録するタイムサンプリング法で授業の行

動観察を行った。その際，「授業における対話力の

見取りの観点」(表５)をもとに，17 の項目の出現

頻度を計測し，「話す態度」「話す内容」「考えの再

構成」「聴く態度」「対話をつづける技術」の５観

点ごとに平均をだした。算数科において，実践前

(２年「かさ」，６月３日)(４年「図を使って考え

よう」，6 月 15 日)と実践後(２年「どんな計算に

なるのかな」，12 月 9 日)(４年「小数のかけ算」，

12 月 7 日)を比べると，話す内容以外全ての観点

で上昇していた(図６)。また，英会話科において，

実践前(５年「ホームパーティの計画をたてよう」，

６月９日)と実践後(５年「日本のイチオシを紹介

しよう」，12月９日)を比べると，どの観点も増加

していた（図６）。  

このことから，「ダイアログの時間」において，

SEL-8S追加指導案・教材を用いて，対話スキル学

習を行うとともに，教師が日常的な授業にスキル

を生かすように仕組み，スキルの積み重ねを行う

ことは，対話力の向上に関係すると推察される。  

(点) 

図５ 授業実施後の児童アンケートの項目ごとの平均値 

図３「小学生版『社会性と情動』尺度」における有意な交互作用がみられた   

児童の社会的能力の変容 

(点) (点) (点) 

※ *p<.05 **p<.01 

図４ 対話力アンケートにおける対話力全般の

平均得点の推移 

※ *p<.05 **p<.01 
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４  まとめと総合考察 

 本研究は，「ダイアログの時間」において，年間

カリキュラムを作成し，SEL-8S追加指導案・教材

を提案・実践することで，対話力の向上に効果が

あるかどうかを検証することを目的とした。研究

Ⅰでは，第３・４学年で試行した結果，「自己への

気づき」「対人関係」で社会的能力低群の児童の得

点が上昇し，「他者への気づき」では社会的能力中

群の児童の得点が上昇していた。また，対話力を

構成する３つの下位尺度も有意に上昇した。研究

Ⅱでは，全学年児童に実践し，協力校(統制群)と

比較すると，「自己への気づき」「生活上の問題防

止」で実践校の得点が有意に上昇していた。また,

対話力に対する児童自己評定・教師評定において，

下位尺度のほとんどの得点が，実践後有意に上昇

した。 

これらの結果から，カリキュラムを開発し，SEL-

8S追加指導案・教材を作成・実践していくことが，

多様な他者と円滑にコミュニケーションを図る態

度や能力である「対話力」の向上につながること

が示唆された。さらに，各授業後の児童・教師ア

ンケートにおけるスキルのポイントの推移や算数

科・英会話科での授業観察結果からも， SEL-8Sの

ポイントを理解し，教師が意識的にスキルのポイ

ントを学習に組み入れ，指導を積み重ねていくこ

とが必要であることが推察された。 

 最後に，本研究の課題を述べる。1 点目は，教

師の実践力・意識化の向上である。今回の研究で

は，児童の対話力向上に向け，SEL-8S追加指導案・

教材の有効性に対する教師の考え方の違いや，学

んだスキルを日常的・計画的に育てていこうとす

る意識に差が見られた。田中・小泉(2007)は，SEL

プログラムのスキルや態度の強化・般化を促すた

めのアプローチの一つとして，「教師が育てたい児

童の姿を明確に持つこと」を挙げている。全ての

教師の意識化・実践力向上には，職員研修におい

て意見交換の場の設定や授業交流も行いながら,

目指す児童像を共有する必要がある。 

 ２つ目は，学習者である児童の実践の動機づけ

である。スキル学習の良さは感じているが，自ら

日々の学習や生活に生かす状態には至っていない。

そこで，学んだスキルを活用し体得していくため

に，学習場面でスキルを用いた対話活動を行った

り，生活場面でスキルの活用を振り返ったりする

機会を設けて，実践への意識化を図ることが求め

られる。 

 本研究では「ダイアログの時間」年間カリキュ

ラムを作成することで，教育課程への位置づけの

基礎を培うことができた。今後も児童の対話力向

上のために，目指す児童の姿を見据えた横断的な

学習内容の組み立てについて，再検討・再構築を

していきたい。 
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図６ 授業観察における対話力の見取り５観点の出現頻度 

 

a.２学年の算数科（ ６月, 12 月） 

ｂ.４学年の算数科（ ６月, 12 月） 

ｃ.５学年の英会話科（ ６月, 12 月） (回) 

(回) 
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